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第１学年 理科 学習指導案 
 

日 時 令和４年６月 21日（火）５校時 実施  

                    

                    
 

１ 単元名 「身のまわりの物質」 （東京書籍 １年） 

 

２ 単元について 

⑴ 教材観  

本単元に関わる学習指導要領の目標および内容（抜粋）は，次のとおりである。 

１ 教科の目標 

  自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことな

どを通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成すること

を目指す。 

（1） 自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関

する基本的な技能を身に付けるようにする。 

（2） 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

（3） 自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。  

 

【学習指導要領】～理科（第１分野）の目標と内容～ 

１ 目標 

  物質やエネルギーに関する事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育

成することを目指す。 

  ⑴ 物質やエネルギーに関する事物・現象についての観察，実験などを行い，身近な物理現象，電

流とその利用，運動とエネルギー，身の回りの物質，化学変化と原子・分子，化学変化とイオ

ンなどについて理解するとともに，科学技術の発展と人間生活との関わりについて認識を深め

るようにする。また，それらを科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的

な技能を身に付けるようにする。 

  ⑵ 物質やエネルギーに関する事物・現象に関わり，それらの中に問題を見いだし見通しをもって

観察，実験などを行い，その結果を分析して解釈し表現するなど，科学的に探究する活動を通

して，規則性を見いだしたり課題を解決したりする力を養う。 

⑶ 物資やエネルギーに関する事物・現象に進んで関わり，科学的に探求しようとする態度を養う

とともに，自然を総合的にみることができるようにする。 

２ 内 容 

  ⑵身の回りの物質 

身の回りの物質についての観察，実験などを通して，次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

   ア 身の回り物質の性質や変化に着目しながら，次のことを理解するとともに，それらの観察，実

験などに関する技能を身に付けること。 

   イ 身の回りの物質について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，物質の性質

や状態変化における規則性を見いだして表現すること。 

(ｱ) 物質のすがた 

㋐ 身の回りの物質とその性質 

      身の回りの物質の性質を様々な方法で調べる実験を行い，物質には密度や加熱したときの変

化など固有の性質と共通の性質があることを見いだして理解するとともに，実験器具の操作，

記録の仕方などの技能を身に付けること。 

㋑ 気体の発生と性質 

気体を発生させてその性質を調べる実験を行い，気体の種類による特性を理解するととも

に，気体を発生させる方法や捕集法などの技能を身に付けること。 



                                                               指導案 R04.06.21 

 - 2 - 

(ｲ) 水溶液 

㋐ 水溶液 

      水溶液から溶質を取り出す実験を行い，その結果を溶解度と関連付けて理解すること。 

(ｳ) 状態変化 

    ㋐ 状態変化と熱 

      物質の状態変化について観察，実験を行い，状態変化によって物質の体積は変化するが質量

は変化しないことを見いだして理解すること。 

     ㋑ 物質の融点と沸点 

      物質は融点や沸点を境に状態が変化することを知るとともに，混合物を加熱する実験を行

い，沸点の違いによって物質の分離ができることを見いだして理解すること。 

  (用語記号) 状態変化 融点 沸点 

身の回りの物質は，中単元(ｱ)物質のすがたの学習において，物質そのものに着目しな

がら自然の事物・現象を質的に捉えられるようにし，中単元(ｲ)水溶液と(ｳ)状態変化の学

習において，粒子のモデルを用いながら自然の事物・現象を実体的に捉えられるようにす

ることを目指している。特に，中単元(ｳ)状態変化では，「状態変化による体積変化」に

ついて，小学校第４学年「金属，水，空気と温度」，小学校第６学年「水溶液の性質」の

知識と，前時で学習してきた内容を活用させながら，粒子のモデルと関連付けて考えさせ

たい。 

その際，生徒の生活環境にある身近な物質をできるだけ取り上げることで，物質に対す

る興味・関心を高められるよう配慮したい。 

 

⑵ 生徒観 

４月に実施したレディネスチェックでは，「水溶液を蒸発させても白い粉が残らなかっ

た理由は，気体が溶けているから」であることを理解している生徒が７割未満であり，「も

のが水に溶けるとは，どのような状態のことか」を説明できる生徒が５割未満であった。

また，「１ｋｇの鉄と１ｋｇの発砲ポリスチレンの重さで重いのはどちらか」という問いに

対して正しく答えられた生徒が５割未満であった。以上のことから，水溶液や質量・体積

についての基本的な概念や原理・法則についての理解に課題が見られる。そのため，自然

事象を観察し，課題の設定をするにあたって，既習の内容を復習させると同時にそのつな

がりを意識させながら学習を進めることで知識を確実に定着させていくことが重要である

と考える。 

 

⑶ 指導観 

第１学年では，学習指導要領で「自然の事物・現象に進んで関わり，その中から問題を

見いだす」ことが，指導の重点として提示されている。そこで，単元「身の回りの物質」

では，「資質・能力を育むために重視すべき学習過程」（学習指導要領参照）のうち，特

に「自然事象を観察し，必要な情報を抽出・整理する力」や「抽出・整理した情報につい

て，それらの関係性（共通点や相違点など）や傾向を見いだす力」，「見いだした関係性

や傾向から，課題を設定する力」の育成に重点を置いて指導していきたい。 

 

⑷ ICT の活用 

①温度の変化による体積の変化について，粒子のモデルで思考する際に Jamboard やスラ

イドのアプリケーションを使用することで，視覚的に考えやすくなったり，交流・発表

活動を進めやすくなったりするように工夫する。 

②課題把握の「自然事象に対する気付き」の場面では，生徒一人一人が事象から気付いた

疑問を classroom で共有化することで，生徒が幅広い視点で事象を捉えることができる

ようになったり，生徒の興味・関心を高められたりするように工夫する。 

③４回に渡り使用する課題設定ワークシートについては，Jamboard の背景に設定して考え
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を記入させ，ポートフォリオとして活用させることで，生徒が自己の学びを振り返ったり，

教師が生徒の学びの変容を見取ったりできるように工夫する。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習指導案 理科編】 

 

３ 中単元の目標と評価規準 

 

  

 ・単元目標の明確化  ・目標と評価の位置付け 

 

 ⑴ 中単元(ｳ)の目標 

① 身の回りの物質の性質や変化に着目しながら，状態変化と熱，物質の融点と沸点につ

いての基本的な概念や原理・法則などを理解するとともに，科学的に探究するために必

要な観察，実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けること。 

（知識及び技能） 

② 状態変化について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，物質の性

質や状態変化における規則性を見いだして表現すること。 

（思考力，判断力，表現力等） 

③ 状態変化に関する事物・現象に進んで関わり，科学的に探究する態度を養うこと。 

（学びに向かう力，人間性等） 

 

⑵ 評価規準 

単元の評価規準【第１学年第１分野⑵「身の回りの物質」】 

内容のまとまりの評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

身の回りの物質の性質や変

化に着目しながら，物質のす

身の回りの物質について，

問題を見いだし見通しをもっ

身の回りの物質に関する事

物・現象に進んで関わり，見通

研究内容⑴ 目標と評価の一体化 
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がた，水溶液，状態変化を理解

している。 

物質のすがた，水溶液，状態

変化の観察，実験などに関す

る技能を身に付けている。  

て観察，実験などを行い，物質

の性質や状態変化における規

則性を見いだして表現してい

る。 

しをもったり振り返ったりす

るなど，科学的に探究しよう

としている。 

 

 中単元(ｳ)の評価規準 
中単元（ウ）の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

身の回りの物質の性質や変

化に着目しながら，状態変化

と熱，物質の融点と沸点につ

いての基本的な概念や原理・

法則などを理解している。 

科学的に探究するために必

要な観察，実験などに関する

基本操作や記録などの基本的

な技能を身に付けている。 

状態変化について，問題を見

いだし見通しをもって観察，実

験などを行い，物質の性質や状

態変化における規則性を見い

だして表現しているなど，科学

的に探究している。 

状態変化に関する事物・現

象に進んで関わり，見通しを

もったり振り返ったりするな

ど，科学的に探究しようとし

ている。 

 

４ 中単元の指導計画と評価計画 
 

  

 ・単元構成の工夫 ・形成的な評価 

 ⑴ 中単元の指導計画について 

単元を構成するにあたっては，理科の見方・考え方を自在に働かせながら深い学びに向

かっていく生徒を育成するために，生徒が自ら思考して問い続ける学習過程を目指した。

そこで，生徒に課題を把握させる場面では，問題を見いだす際に，事象を比較し，相違点

や共通点を明らかにさせたり（比較），事象の変化とそれに関わる要因を，原因と結果の

関係で整理させたりする（関係付け）など，学習過程の中で，生徒の理科の見方・考え方

が豊かなものとなるように工夫した。 

生徒はこれまでに，中単元(ｲ)水溶液の学習を通して粒子の保存性を学習している。中単

元(ｳ)状態変化は，既習の内容と関係付けて考えながら，主に粒子の保存性と粒子のもつエ

ネルギーについて学ぶ単元である。中単元(ｳ)を構成する小単元「状態変化と熱」は，物質

が状態変化するときの質量と体積の関係を，粒子のモデルで適切に表現しながら学ぶ場面

である。また，小単元「物質の融点と沸点」は，物質個々の沸点の違いを利用して混合物

を分離できることを見いだし，社会で利用されている原理であることを理解する場面であ

る。そこで，まず，水溶液の学習と深く関連する「状態変化と熱」を粒子のモデルで考え

させながら学習を進めていくことで，物質の状態変化における規則性を見いださせ，粒子

のモデルと関連付けて理解させる。次に，水とエタノールが液体から気体に状態を変化さ

せる現象の比較から，物質の状態はある温度を境に変化するが，物質によりその温度が違

うことに着目させ，小単元「物質の融点と沸点」の探究課題を設定させていく。 

 

 ⑵ 中単元の評価計画について 

形成的な評価として，特に思考・判断・表現では，小単元の探究の過程ごとにワークシ

ートを用いながら課題を設定させることを繰り返し行い，その記述を見取ることで，生徒

のつまずきを把握しながら指導改善できるようにした。その際，ワークシートをデータ化

研究内容⑵ 指導計画・評価計画   
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した上で考えを記入させ，ポートフォリオとして活用させることで教師が生徒一人一人の

学びの変容を見取れるようにする。また，課題を設定するまでの４つの段階の達成状況や

どの部分でつまずいたのかを生徒自身に◎や△で確認させることで，生徒が自らの学びの

状況を認識できるようにした。 

形成的な評価を充実させるために，「内容や時間のまとまりにおいて目指す児童生徒の

姿」として評価規準を具体的に示し，本時の生徒のどのような様子を見取るのかを明確に

した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総括的な評価として，知識・技能では，中単元(ｱ)における「粒子の存在」の学習終了時

と，また，中単元(ｲ)・(ｳ)における「粒子の保存性」「粒子のエネルギー」の学習終了時

にペーパーテストにより評価を行う。 

思考・判断・表現については，単元の終末場面において，行動観察と記述分析により総

括的な評価を行う。 

主体的に学習に取り組む態度については，単元の終末場面において，思考・判断・表現

の評価規準である「問題を見いだし見通しをもつこと」や「規則性を見いだし表現するこ

と」の達成に向けて粘り強く取り組む姿や，探究の過程ごとに行ってきた生徒の振り返り

の記述の変容を見取る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指導計画と評価計画のイメージ図】 
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また，理科では，理科における資質・能力の例が示されており，それらを体系的に位置

付けて授業を展開するために，以下のように整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【理科における資質・能力と評価の関わり】 

 
 

  

 ・個別最適な学びと個に応じた指導 

それぞれの小単元において，生徒一人一人が「主体的に自然現象と関わり，科学的に

探究しようとする態度」で，目的を意識した探究を進められるように，手立てとして課

題把握の場面を４つに細分化し，関係性や傾向を見いだして課題設定をする力の育成を

図る。その際に，これまで行ってきた課題設定のワークシートの取組から，生徒のつま

ずきを事前に把握する。また，１時間目（本時・課題設定ワークシート③）と４時間目

（課題設定ワークシート④）に行う生徒の振り返りの記述の変容から個別の課題点を見

取り，つまずきに対しての手立てを講じていく。 

 

①「事象を視覚化・言語化する」 

初めに，全ての生徒が事象を確実に捉えられるように，提示した事象をイラスト

と言葉を用いて表現させる。その際，一度の提示では捉えきれない情報があること

に配慮し，撮影した動画をタブレット端末でいつでも視聴できるようにしたり，他

者との交流により表現を参考にしたりすることもできるようにする。 

 

②「情報を抽出する（違いを見つける）」 

提示した事象 Aと Bを比較して考えさせることで，共通点や相違点に気付かせる。

共通点や相違点を見いだせない生徒には，まず，共通点から確認させる。 

研究内容⑶ 個別最適な学び，協働的な学び 
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③「関係性や傾向を見いだす」 

②で得た情報を，「変化させるもの」（原因）と「それにより変化させられるも

の」（結果）に整理させ，情報と情報を関係付けさせる。具体例として，水の量を

「変化させるもの」とした場合，水に溶けるものの量が「変化させられるもの」で

あることを確認する。 

 

④「課題を設定する」 

第１学年１学期の生徒の実態を踏まえると，課題文を一から設定することは難し

いと考えた。また，ある事象に影響を与えると考えられる要因について，どの要因

が影響を与えるかを調べる際には，独立変数と従属変数を明らかにさせた上で実験

を行う必要がある。そのため，「『変化させるもの』によって『変化させられるも

の』はどのように変化するのか調べよう」といった課題文の型を提示する。 
 

単元を通して，一人一人の生徒に，事象から導かれる課題設定の仕方を繰り返し学習

させていくことで，自らの興味・関心に基づいて「探究する課題」を設定する生徒の姿

を目指す。 

また，一人一人に課題設定の機会を与えることで，生徒の探究意欲を高めたり，周り

への興味を広げさせたり，生徒自身が課題の解決に向けて自発的に他者と協力しようと

したり，情報を共有しようとしたりする姿を目指す。 
 

⑶ 中単元(ｳ)の指導計画と評価計画 

内容や時間のまとまりにおいて目指す児童生徒の姿 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①状態変化は，物質の体積は

変化するが質量は変化しな

いことを理解している。 

 

 

②状態変化について，ガスバ

ーナーを適切に扱って実験

を進めたり，表を用いて結

果をまとめたりしている。 

 

③物質の融点や沸点は，物質

によって決まっていること

や，融点や沸点の測定によ

り未知の物質を推定できる

ことを理解している。 

 

④物質の融点と沸点につい

て，グラフの書き方や読み

取り方を身に付け，実験結

果を正確にグラフに記入し

ている。 

①状態変化について，水とロウ

のようすを比較したり情報

を表にまとめたりしながら，

見いだした関係性や傾向か

ら課題を設定している。 

②状態変化について，物質の体

積は変化するが質量は変化

しない理由を粒子のモデル

と関連付けて，より妥当な考

えをつくりだしている。 

③物質の融点と沸点について，

水とエタノールの様子を比

較したり情報を表にまとめ

たりしながら，見いだした関

係性や傾向から課題を設定

している。 

④物質の融点と沸点について，

混合物を加熱する実験を行

い，沸点の違いを利用するこ

とで混合物から物質を分離

できることを説明している。 

①状態変化について，異なる考

えを参考にしたり，独自のア

イディアを発揮したりしな

がら，課題を設定しようとし

ている。 

②状態変化について，自分の考

えをはっきりと伝えながら，

より妥当な考えをつくりだ

そうとしている。 

 

③物質の融点と沸点について，

異なる考えを参考にしたり，

独自のアイディアを発揮し

たりしながら，課題を設定し

ようとしている。 

 

④物質の融点と沸点につい

て，自分の考えをはっきり

と伝えながら，より妥当な

考えをつくりだそうとして

いる。 
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１
（
本
時
）
・
２
・
３ 

学習活動 
評価 (白抜きの数字は総括的な評価) 

知 思 態 方法 

・状態変化の観察から，温度が変化したときに体積が変

化することなど，問題を見いだし，課題を設定してい

る。課題設定ワークシート（３回目） 

 

 

・実験結果を予想しながら，仮説を設定している。 

 

・ロウを熱する実験 

 

・物質の状態が変化することと体積・質量の変化につい

て，粒子のモデルを用いて仮説を立てて実験を行い，

得られた結果から状態変化と体積・質量の関係を考

察している。 

 

・身の回りにある物質の状態変化について，どの物質も

温度により固体，液体，気体に変化することを理解し

ている。 

 

・課題の設定の仕方について，「どのような気付きや疑

問から，探究する課題を設定することができたか」振

り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

・行動観察 

・ワークシート 

・振り返りシート 

 

 

 

 

 

４
・
５
・
６ 

・水とエタノールが気体になる様子の観察から，情報を

整理し，課題を設定している。課題設定ワークシート

（４回目） 

 

・自然事象から情報を整理したり，整理した情報から関

係性を見いだしたり，課題を設定したりすることに

ついて振り返ろうとしている。 

 

・グラフの利点を理解し，グラフの書き方や読み取り方

を身に付け，実験結果を正確にグラフに記入してい

る。 

 

・水とエタノールの沸点を調べる実験 

 

・水とエタノールの混合物からエタノールを取り出す

実験（蒸留） 

 

・実験結果から，液体の混合物は一定の沸点をもたず，

個々の沸点の違いを利用して混合物を分離すること

ができることを見いだしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

❸ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❹ 

 

 

 

 

 

 

❸ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❹ 

 

 

 

・行動観察 

・ワークシート 

・振り返りシート 
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５ 本時の学習（中単元（ウ）６時間扱い １／６） 

⑴ 展開 

 １単位時間の問題文  １単位時間の学習課題  まとめ  白抜き研究との関わり 

 

教師の活動 生徒の思考と手立て 

１ 事象の提示 

事象⑴水と氷 

・中身を凍らせていないペットボトルと凍

らせているペットボトルを提示する。（既

習内容） 

 

事象⑵氷の浮き沈み 

・「砕いた氷を水の中に入れたらどうなる

と思いますか」（日常生活） 

・実際に，砕かれた氷を水の中に入れて確

認させる。 

 

事象⑶固体のロウの浮き沈み 

・「砕いたロウ（ろうそく）を液体状のロウ

に入れたらどうなると思いますか」（予

想） 

 ・実際に，砕いたロウを，加熱により溶けた

ロウの中に入れて確認させる。 

 

・⑵と⑶の事象について，率直に感じた疑問

（問題）を生徒の言葉でワークシートに記入

させる。 

 

 

 

 

 

 

・凍らせている方は膨らんだ。 

・小学校の頃に習ったよ。 

 

 

 

・氷は水に浮くよ。 

 

 

 

 

 

・沈むのではないかな。 

・氷と同じで浮くと思うな。 

 

 

 

 

・google classroom や jamborad でワークシー

トの共有（教師と生徒，生徒同士）を図る。 

 

 

 

 

 

２ 課題の把握       形成的な評価 

⑵と⑶の事象について，４つの手順で課題

を設定させる。 

①事象を視覚化・言語化させる。 

 提示した事象をイラストと言葉を用いて

表現させる。 

 

②「情報を抽出する（違いを見つける）」 

 事象⑵と⑶を比較させる。共通点や相違

点に気付かせる。 

 

③「関係性や傾向を見いだす」 

 ②の情報を「変化させるもの」（原因）と

「変化させられるもの」（結果）に整理し，

２つ以上の情報を関係付させる。 

 

 

指導の個別化 

①事象を視覚化・言語化する。 

事象をタブレット端末で繰り返し視聴で

きるようにする。 

 

②情報を抽出する。（違いを見つける。） 

 事象⑵と⑶では何が起きていたのか，自分

の言葉で説明させた上で，①の言語化にもう

一度取り組ませる。 

③関係性や傾向を見いだす。 

事象⑵と⑶に差異が生まれたのがなぜな

のか，もう一度①と②から考えさせる。 

 

問題・氷は軽くなって浮いたのに，固体のロウは重くなって沈んだのはどうしてだろ

うか。（生徒記述例）                      学習の個性化  
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④「課題を設定する」 

 課題の型として，「『変化させるもの』に

よって『変化させられるもの』はどのよう

に変化するのか調べよう」を提示する。 

 

 

 

 

 

④課題を設定する。 

生徒同士の対話，教師への質問，個人思考 

のいずれかを選択させ，課題を設定させる。 

３ 振り返りを行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

⑵ 板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題物質の温度が変わると，質量や体積（２つ合わせて密度）が変化するのか調べよ

う。（生徒記述例）                       学習の個性化 

振り返り（課題設定の振り返りを行う。） 

生徒 A（つまずきを感じている生徒に対して） 

「うまくいかなかったところはどこか，考えましょう。また，それはどうしたら良

かったのか，書いてみましょう。」 

生徒 B（目標達成を実感している生徒に対して） 

「『①～④の場面では，〇〇〇に着目して考えてみたら，△△△に気付くことがで

きた。』の例文を参考にして，振り返りましょう。」 

 

【予想される児童生徒のつまずき】                 形成的な評価 

・課題の把握③「関係性や傾向を見いだす」場面 

事象を整理し，原因と結果の関係に気付けない生徒が予想される。水にものを溶かす

事象を具体例として挙げ，「水の量」を「変化させるもの」とした場合，「水に溶ける

ものの量」が「変化させられるもの」であるなど，他の事例を用いて確認する。 

 これまでの課題設定ワークシートの１回目と２回目を確認させ，他の事象ではどのよ

うに整理してきたのかを振り返らせる。 

 

・課題の把握④「課題を設定する」場面 

④でつまずきのある生徒は，③の段階でのつまずいていることが予想される。①と②

の場面での考えを元に，再度，③の原因と結果の関係を考えさせる。その際，抽出した

情報のつながりを意識させて考えさせる。 

課題文の型を用いて課題を設定できた生徒でも，情報を単に型にはめただけになって

いることも予想される。課題を設定できた生徒に対しては，その課題によって生徒自身

が抱いた問題（疑問）を解決できそうか，問い返しを行う。 

 
 

6/21 

ペットボトルの水を凍らせたら？ 

予想 → 

 

氷を水の中に入れたら？ 

予想 → 

 

液体のろうに固体のロウを入れた

ら？ 

予想 → 

 

問題（疑問） 

 ～～～～～～～だろうか。  

 

探究する課題を見つけよう・設定しよう 

 

①イラストと言葉で！ 

 

②比較して考えながら，情報を整理しよう！ 

 

③原因と結果を考えながら，課題を設定してみよう！関係付け 

 

④課題を設定しよう！ 

 

課題 

  ～～～が変化すると～～～～が変化するのか、調べよう！  

 

 

振り返り 

・「うまくいかなかったところ

はどこか，考えましょう。また，

それはどうしたら良かったの

か，書いてみましょう。」 

・「『①～④の場面では，〇〇

〇に着目して考えてみたら，△

△△に気付くことができた。』

の例文を参考にして，振り返り

ましょう。」 
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※課題設定の際に取り扱う言葉の押さえ 

１．問題とは，事象の観察により抱いた疑問を言語化したもの。 

２．課題とは，問題を解決するために生徒が調べること。 

 

⑶ 本時のワークシート例 

問題 例１：氷は軽くなって浮いたのに，固体のロウは重くなって沈んだのはどう

してだろうか。 

例２：物質が液体から固体（固体から液体）に変わると，軽くなる（重くな

る）のだろうか。 

課 題 の 設 定 

 

 

① 

視覚化・ 

言語化 

事 象 A （氷） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 事 象 B （ロウ） 

  

② 

情報を抽出 

共通点 どちらも液体と固体がある  

相違点 温度 浮く・沈む 軽い・重い ロウは液体になると色が変わる 

    ふくらむ（ちぢまる） 

③ 

関係性・傾向 

（変化させるもの）原因 

・温度 

（変化させられるもの）結果 

・軽くなる（重くなる） 

・ふくらむ（ちぢまる） 

④ 

課題設定 

物質の温度が変わると，質量や体積（２つ合わせて密度）が変化するのか調

べよう。 

 

 

冷たい 

固体 

常温 

あつい 

液体 

常温 


